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今回で６回目となる陶芸の公募展「現在形の陶芸 萩大賞展Ⅵ」では日本全国から103名103件の作品の応募があり、
２次にわたる厳正な審査の結果、72名72件の作品が入選しました。
当館では入選した72件の作品を、2023年１月２日（月）～２月26日（日）まで展示します。
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在
形
の
陶
芸 

萩
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展
Ⅵ
」
を
開
催
し
ま
す
。

休 館 日 ／  1月10日㈫、1月16日㈪、1月23日㈪、1月30日㈪、
2月13日㈪、2月20日㈪

開館時間 ／ 9：00 ～ 17：00（入場は16：30まで）
観 覧 料 ／ 一般 300（240）円、学生 200（160）円

メンバーズクラブ、キャンパスメンバーズ、70歳以上・ 
18歳以下の方は無料です。

※（　 ）内は20名以上の団体料金。
※ 18歳以下の方、70歳以上の方および高等学校、中等教育学校、特別支援

学校の生徒は無料。
※ 身体障害者手帳、療育手帳、戦傷病者手帳、精神障害者保健福祉手帳

の提示者とその介護者（１名）は無料。

主催／現在形の陶芸 萩大賞展Ⅵ実行委員会
（山口県立萩美術館・浦上記念館、萩市、萩市教育委員会、萩市文化協会、萩陶芸家協会）

助成／カシワバラ・コーポレーション

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
臨時休館やイベントを中止・変更する場合がございます。
詳しくは当館ホームページをご確認ください。

アーティストトーク
（出品作家による作品解説）

表彰式・講評会
【日　時】 １月７日（土）  
【表彰式】 15：00～15：30
【講評会】 15：30～16：30
【会　場】 本 館 講 座 室（表彰式）

陶芸館展示室（講評会）

【日　時】 1月8日（日）、
2月12日（日）
いずれも11：00～

【会　場】 陶芸館展示室 ※いずれも先着20名

要観覧券 要事前
申込

お申込みは
電話またはWEBで

電 話 0838-24-2400にて、①～④をお知らせ
ください。
①参加希望日 ②参加希望者全員の氏名 
③年齢 ④代表者の日中のご連絡先
当館ホームページをご覧ください。WEB当館

ホームページ
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展示室1 〈浮世絵〉

普 通 展 示
HAGI URAGAMI MUSEUM  

風俗三十二相 つめたさう 文化年間めかけの風俗
明治21年（1888）

　 月岡芳年（1839～1892）は、明治時代に活躍

した浮世絵師です。「風俗三十二相」は明治21年

（1888）に刊行された32枚のシリーズで、芳年が描

いた美人画の代表作として知られています。

　三十二相とは、仏が備えている32の優れた身体的

特徴をさしますが、本シリーズでは寛政期から明治ま

での各時代の年齢や立場の異なる様 な々女性風俗

を取り上げ、さらに観相学にことよせて、女性のさまざ

まな表情を描き分ける趣向となっています。

月
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【会期】  1月31日（火） — 2月26日（日）

展示室1 〈浮世絵〉

長州　越ヶ浜岩五郎
勝川春亭
文政8年～天保3年

（1825～1832）

　江戸時代、相撲は歌舞伎とともに人気の高い娯楽

でした。したがって浮世絵版画の初期から画題とされ、

錦絵の時代に制作数が増えたので、ジャンルとして

定着したといえます。勝
かつ

川
かわ

派、菊
きく

川
かわ

派、歌
うた

川
がわ

派などの

絵師によって、力士の化粧回し姿、土俵入り、取組、支

度部屋や場所風景などを描いた作品が残されています。

　今回は相撲の歴史をたどりながら、相撲にちなんだ

伝説上の豪傑や子供力士、萩藩お抱え力士を描いた

作品を紹介します。

相
す

撲
も う

絵
え

【会期】  1月2日（月） — 1月29日（日）
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展示室1 〈浮世絵〉

普 通 展 示
HAGI URAGAMI MUSEUM  

　「新形三十六怪撰」は、月岡芳年（1839～1892）

の最晩年の代表作です。伝説や歴史物語、謡
よう

曲
きょく

な

どをもとに描かれた古今の妖怪や幽霊たちは、繊
せん

細
さい

な描写と豊かな色彩により、妖気を醸
かも

し出しています。

　今回の展示では、36図に目録を加えたシリーズ全

作品を紹介します。
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【会期】  3月7日（火） — 4月9日（日）

　しかし、その鮮やかさ

から色絵磁器は発展し

続け、特に皇帝への献

上品が焼かれた景徳鎮

官窯では、わずかな筆

致の乱れも許されない優品が作られ、明時代の万
ばん

暦
れき

赤絵はその頂点のひとつと評されます。一方、景徳鎮

民窯で作られた南
なん

京
きん

赤絵や、福建省の漳
しょう

州
しゅう

窯
よう

で作

られた呉
ご

州
す

赤絵などは、奔
ほん

放
ぽう

な絵付けが当時の日本

人にも好まれ、多く輸出されました。

　本展示では、陶磁史を彩る色鮮やかな色絵磁器

の逸品の数 を々ご紹介します。

　色絵は五
ご

彩
さい

、赤
あか

絵
え

とも呼ばれ、その名前が示す通

り赤、緑、黄などの顔料を用いて、色鮮やかな文様

が描かれたやきものです。素
き

地
じ

が陶器の場合は色絵

陶器、素地が磁器の場合は色絵磁器と呼ばれ、い

ずれも古い歴史を有します。今回ご紹介する色絵磁

器は、元時代に中国江西省の景
けい

徳
とく

鎮
ちん

窯
よう

で14世紀こ

ろに生まれました。

　色絵磁器は同時代に生まれた青
せい

花
か

磁器と併せて、

陶磁器の装飾における革命的な技法でしたが、素地

となる磁器（白磁）の焼締まる温度では、顔料が定着

せず揮発してしまうため、色絵磁器を作るには低火

度で余計にもう１回焼成する必要があり、必然的にや

きものにかかるコストが増えることになりました。

華
か

麗
れ い

なる色
い ろ

絵
え

磁
じ

器
き

【会期】 2022年11月19日（土） — 4月９日（日）

展示室2 〈東洋陶磁〉

五彩龍文壺 中国・景徳鎮窯 明時代 
万暦在銘（1573～1620年）

月岡芳年
「新形三十六怪撰 
茂林寺の文福茶釜」
大判錦絵
明治25年（1892）
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普 通 展 示
HAGI URAGAMI MUSEUM  

　萩焼は、萩藩主毛
もう

利
り

氏が17世紀初頭に萩藩の御
ご

用
よう

窯
がま

として開窯して以降400年余り続く長い伝統を持

ち、とりわけ優れた茶陶を生み出す窯業地としてこれ

まで多く語られてきました。伝世する萩焼の多くは茶

の湯の道具であり、特に御用窯で作られた茶碗は、

開窯当初から侘
わび

数
す

寄
き

の美意識により見出された高
こう

麗
らい

茶碗の造形性を濃厚に反映したものでした。しか

しそれらは単なる写
うつ

し（模倣、まね）ではなく、高麗茶

碗がもつ様 な々造形要素を自在にアレンジし、さらに

古
ふる

田
た

織
おり

部
べ

好
この

みの剽
ひょう

げた歪
ひず

みの美意識を取り入れる

など、萩焼独自の造形性を常に志向するものでした。

　今展では、そうした独自の品格を有する古
こ

萩
はぎ

（近

世の萩焼）から近現代の萩焼の作家（人間国宝を含

む）の作品まで、伝統を踏まえながらも常に革新的とも

いえる独創的な造形表現を追い求めてきた萩焼の茶

陶を紹介します。

茶
ち ゃ

陶
と う

－萩
は ぎ

【会期】  3月7日（火） — 5月7日（日）

展示室8 〈陶芸〉

三輪龍氣生《続・卑弥呼の書 No.9》（部分） 1992年 撮影：田中学而

伝 初世坂高麗左衛門《萩茶碗 銘 李華》 江戸時代前期 17世紀 個人蔵

　三輪龍氣生（十二代休
きゅう

雪
せつ

。本名・龍
りょう

作
さく

。昭和15年

〈1940〉辰
たつ

年
どし

生まれ）は、萩の伝統窯三輪窯の十一

代休雪（壽
じゅ

雪
せつ

）の長男として生まれ、歴史ある萩焼の

三輪家の伝統を踏まえながらも、これまで「愛（エロス）」

と「死（タナトス）」をテーマに独自の具
ぐ

象
しょう

造形表現に

より自己の内的世界をかたちにしてきた陶芸家です。

　今展では、作者の制作意識の中で常に内在して

いる「生成と崩壊」のテーマを、全身で土に立ち向か

うことで表現した巨大な「続・卑
ひ

弥
み

呼
こ

の書」や、作家

自身の自画像、化身ともいえる「龍
りゅう

人
じん

伝説」シリーズ

の作品を展示し、空間的にも時間的にも壮大なスケール

で展開する三輪龍氣生の陶の造形世界を紹介します。 

三
み

輪
わ

龍
りゅう

氣
き

生
しょう

 陶
と う

の世
せ

界
か い

【会期】  3月7日（火） — 9月3日（日）

展示室7 〈陶芸〉
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展示室1 普通展示（浮世絵）： 月岡芳年 新形三十六怪撰（3/7～4/9）

展示室2 普通展示 (東洋陶磁 )：華麗なる色絵磁器（～4/9）

展示室3～6

展示室7 普通展示（陶芸）：三輪龍氣生 陶の世界（3/7～9/3）

展示室8 普通展示（陶芸 )：茶陶－萩（3/7～5/7）

特選鑑賞室 歌川広重 「京都名所之内 あらし山満花」（3/7～3/31）

茶室 イワタルリ  GLASS × 鉄 × 茶室（～3/26）

展示室1 普通展示（浮世絵）： 月岡芳年 風俗三十二相（～2/26）

展示室2 普通展示 (東洋陶磁 )：華麗なる色絵磁器（～4/9）

展示室3～6

展示室7 現在形の陶芸 萩大賞展Ⅵ（～2/26）

展示室8 現在形の陶芸 萩大賞展Ⅵ（～2/26）

特選鑑賞室 勝川春亭 「相洲江之嶋ノ図」（2/1～2/26）

茶室 イワタルリ  GLASS × 鉄 × 茶室（～3/26）

展示室1 普通展示（浮世絵）： 相撲絵（1/2～1/29） ※

展示室2 普通展示 (東洋陶磁 )：華麗なる色絵磁器（～4/9）

展示室3～6

展示室7 現在形の陶芸 萩大賞展Ⅵ（1/2～2/26）

展示室8 現在形の陶芸 萩大賞展Ⅵ（1/2～2/26）

特選鑑賞室 歌川広重 「東海道五十三次之内 亀山 雪晴」（1/2～1/31）

茶室 イワタルリ  GLASS × 鉄 × 茶室（～3/26）

S C H E D U L E  令和4年度〈1月～3月〉

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火    
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 　  

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

1
JAN

FEB

MAR

2

3

※普通展示（浮世絵）：月岡芳年 風俗三十二相（1/31～2/26）

 

［新山口駅から］
 ■ 直行バス「スーパーはぎ号」（約60分）で
 萩・明倫センター下車、徒歩約5分
 ■ 防長バス（約90分）で
 萩バスセンター下車、徒歩約12分

［山口宇部空港から］［萩・石見空港から］
 ■ 萩近鉄タクシー（乗合タクシー）
 約70～80分（利用前日までに要予約）

交 通アクセス

〒758‒0074 山口県萩市平安古町586‒1   TEL 0838‒24‒2400   FAX 0838‒24‒2401
URL  https://www.hum.pref.yamaguchi.lg.jp/
季刊「萩」  令和５年（2023）１月１日 通巻第106号  ［発行］山口県立萩美術館・浦上記念館  山口県萩市平安古町586‒1

［JR山陰本線］
 ■ JR萩駅から萩循環まぁーるバス（西回り）約30分
 ■ JR東萩駅から萩循環まぁーるバス（東回り）約30分
 ■ JR玉江駅から徒歩約20分

［自動車］
 ■ 「中国自動車道」美祢東JCT経由、
 「小郡萩道路」絵堂 ICから約20分
 ■ 「山陰自動車道」三見 ICから約10分、国道191号沿い

イベント
お正月は美術館へ行こう！
①和太鼓演奏
【日時】 1月2日［月・休］　10：30～11：00 
【出演】 大板山たたら太鼓同好会
【会場】 玄関前広場
②令和５年の新成人は展覧会の入場無料
【日時】 1月2日［月・休］、1月9日［月・祝］
③ 美術館でお正月をみつけよう
【日時】 1月2日［月・休］～1月15日［日］
【内容】  館内に置かれた干支や縁起物がもつキーワードを

集めたら各日先着100名にグッズをプレゼント
④アート年賀状2023の作品展示
【日時】 1月2日［月・休］～1月29日［日］ ※募集は12月22日［木］まで
⑤呈茶席
【日時】 1月7日［土］　10：30～15：00
【会場】 交流スペース　【協力】 茶道裏千家淡交会萩青年部
【料金】 300円　※限定50碗 当日受付先着順
⑥新春萩美寄席
【日時】 1月14日［土］　11：00～12：00 
【会場】 講座室　【出演】 桂 竹千代
【定員】 70名（要事前予約、申込先着順、要当日の展覧会観覧券）
※12月17日［土］WEB9：00、電話10：00から申込受付開始

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
臨時の休館やイベントを中止・変更する場合があります。
詳しくは当館ホームページをご覧ください。
URL：https://www.hum.pref.yamaguchi.lg.jp/
【お問い合わせ】 TEL 0838‒24‒2400

電話またはWEBにてお申し込みください。
【電話の場合】
TEL：0838‒24‒2400にて、①～④をお知らせください。
①参加するイベント名  ②参加者の氏名  ③年齢
④代表者の日中の連絡先電話番号
【WEBの場合】
右の２次元コードから、または、
美術館ホームページをご覧ください。
※ アーティスト・トーク、ギャラリー・トークへのご参加 
には観覧券が必要です。
※ イベント詳細については美術館ホームページをご覧
ください。

令和4年度 Innovate MUSEUM 事業
春の江戸文化ウィーク
【日時】 3月9日［木］～ 3月12日［日］〈予定〉
【内容】  江戸文化を楽しく学べるイベントを

開催します。
※詳細は当館ホームページにてご案内します。

アーティスト・トーク
〈出品作家による作品解説〉
「現在形の陶芸 萩大賞展Ⅵ」
【日時】 1月8日［日］、2月12日［日］

11：00～12：00
【定員】  各日20名（要事前予約・要観覧券）

ギャラリー・トーク
〈担当学芸員による展示作品解説〉
1月14日のみ12：00～、他は11：00～
（いずれも30分程度）

 1月14日［土］相撲絵
 2月11日［土］月岡芳年 風俗三十二相
 3月11日［土］三輪龍氣生 陶の世界
 3月25日［土］月岡芳年 新形三十六怪撰

【定員】 各日10名（要事前予約・要観覧券）

最新情報は公式SNSで

事前予約について

■ 休館日　　　イベント　　　ギャラリー・ツアー　　　ギャラリー・トーク　　　アーティスト・トーク

 
浮世絵陶芸

浮世絵

浮世絵


